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トラック運送業界における働き方改革を推進
～第44回定時総会～

今月のSPOT
表 紙

道の駅 
織姫の里
なかのと



表 紙 ドライバーさんが「ほっと」
ひと息つける休憩場特集。
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中能登の魅力を堪能！ 地元食材の宝庫

国道159号沿い、中能登町の中ほどにある道の駅「織
姫の里なかのと」。中能登町に伝わる織物の神様「能登
比咩（のとひめ）の神」の伝説が名前の由来になってい
ます。

物産コーナー「織姫市場」には、生産者が丹精込めて
栽培した朝採り野菜を中心に、漁港直送の鮮魚、中能登
産豚肉、ここでしか買えない道の駅オリジナル商品が並
びます。石川県指定重要無形文化財「能登上布」を使っ
た小物品など、伝統工芸品も扱っており見ごたえ十分。

つくりたての手作り惣菜を購入できる「キッチンなか
のと」には、地元産の食材を使ったおにぎりや弁当がず
らり。おふくろの味が楽しめます。食と歴史の魅力あふ
れる道の駅に、ぜひ足を運んでみてください。

上段／物産コーナー「織姫市場」のようす
下段／手作り惣菜がならぶ「キッチンなかのと」
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道の駅
「織姫の里なかのと」

道の駅 「織姫の里なかのと」
【所 在 地】  〒929-1721　
 鹿島郡中能登町井田ぬ部10番地1

【営業時間】  4～9月：9:00～19:00、
10月～3月：9:00～18:00

【休 業 日】  1/1・2、市場：1～3月は第1・3木曜定休、
 ダイニング：不定休

【駐 車 場】  小型車91台、大型車6台、障がい者用2台
【問い合わせ】  0767-76-8000

今月のSPOT　道の駅 織姫の里なかのと
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1TOP NEWS

6
月
6
日
（
水
）、
ト
ラ
ッ
ク
会
館

に
お
い
て
、
会
員
４
９
２
名
（
委
任

状
含
む
） 

が
出
席
の
も
と
、
来
賓
に
谷

本
正
憲
県
知
事
（
代
理：

内
田
滋
一

石
川
県
企
画
振
興
部
次
長
）、
松
本
英

二
支
局
長
（
石
川
運
輸
支
局
）、
松
竹

泰
男
局
長
（
石
川
労
働
局
／
代
理：

福
井
尚
総
務
部
長
）、
南
与
市
交
通
部

長
（
石
川
県
警
察
本
部
）
ら
を
迎
え
、

第
４４
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
久
安
常
信
会
長
は
「
近
年

の
雇
用
や
所
得
環
境
の
改
善
に
伴
い
、

政
府
は
生
産
性
革
命
と
人
づ
く
り
革

命
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
る
。
我
々
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
も
働
き
方

改
革
を
推
進
し
、
労
働
生
産
性
の
向

上
や
適
正
取
引
の
推
進
な
ど
を
柱
と
し

て
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や
人
手
不
足

対
策
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
ず
、
人
材
確
保
対
策
に

つ
い
て
は
、
高
等
学
校
へ
の
訪
問
活
動

や
運
転
免
許
の
取
得
助
成
の
促
進
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
な
ど
を
通
じ
、

業
界
の
魅
力
を
大
い
に
発
信
し
、
人

材
確
保
の
た
め
の
諸
対
策
を
引
き
続
き

講
じ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
次
に
長
時

トラック運送業界における
働き方改革を推進
～第44回定時総会～
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ト ッ プ ニ ュ ー ス

Vol.216    いしかわトラックのひろば7月号



2 TOP NEWS

間
労
働
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
荷
待
時

間
の
削
減
や
付
帯
業
務
の
有
償
化
に
向

け
て
、
荷
主
や
行
政
機
関
の
協
力
の
も

と
、
こ
れ
ま
で
2
件
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
を
実
施
し
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
国
が
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
普

及
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
昨

年
十
一
月
に
標
準
貨
物
自
動
車
運
送

約
款
が
改
正
さ
れ
、
適
正
な
運
賃
・

料
金
を
収
受
す
る
環
境
整
備
が
図
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｄ
ラ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
や
事

故
防
止
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、
事

故
防
止
意
識
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
や
衝
突
軽
減
ブ

レ
ー
キ
な
ど
の
安
全
装
置
の
助
成
を
昨

年
よ
り
増
額
す
る
な
ど
安
全
対
策
の
充

実
・
強
化
を
図
り
、
交
通
事
故
の
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
引
き
続
き
、
来
賓
各
位
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告

並
び
に
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増

減
計
算
書
の
承
認
に
関
す
る
件
や
役
員

補
充
選
任
の
承
認
に
関
す
る
件
な
ど
4

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て
の
議
案

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
平

成
30
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

書
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
終
了
後
、
坂
池
克
彦
青

年
部
会
長
が
「
長
時
間
労
働
の
抑
制

に
向
け
た
環
境
整
備
」、
「
労
働
力
の

確
保
と
人
材
育
成
」
を
は
じ
め
と
す
る

総
会
決
議
案
を
力
強
く
朗
読
し
、
満
場

の
拍
手
を
以
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

内田企画振興部次長
（石川県）

松本支局長
（石川運輸支局）

福井総務部長
（石川労働局）

南交通部長
（石川県警察本部）

新たに理事に専任された戒能順治氏
（日通トランスポート㈱金沢支店長）

総会決議案を力強く朗読する
坂池青年部会長

一
、
長
時
間
労
働
の
抑
制
に
向
け
た
環
境
整
備
に
努
め
る

一
、
原
価
管
理
に
基
づ
く
適
正
運
賃
及
び
料
金
の
収
受
に
努
め
る

一
、
労
働
力
の
確
保
と
人
材
育
成
に
努
め
る

一
、
交
通
・
環
境
対
策
の
推
進
に
努
め
る

一
、
高
速
道
路
通
行
料
金
問
題
へ
の
適
切
な
対
応
に
努
め
る

一
、
自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽
減
の
実
現
に
努
め
る

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION



3TOP NEWS

6
月
30
日
（
土
）、初
夏
の
風
物
詩「
氷

室
開
き
」
が
金
沢
市
の
湯
涌
温
泉
で
行
わ

れ
、
今
年
も
当
協
会
の
青
年
部
会
員
が
加

賀
飛
脚
に
扮
し
、
氷
室
小
屋
か
ら
切
り
だ

さ
れ
た
雪
氷
を
1７
㎞
先
の
金
沢
駅
ま
で
運

び
ま
し
た
。

か
つ
て
江
戸
時
代
に
氷
室
氷
を
将
軍
家

へ
献
上
す
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ
ず
走
り

運
ん
だ
と
さ
れ
る
飛
脚
た
ち
を
現
代
に
復

活
さ
せ
た
加
賀
飛
脚
再
現
事
業
。
兼
六

園
下
や
武
家
屋
敷
な
ど
の
金
沢
市
中
心
部

を
「
エ
ッ
ホ
、
エ
ッ
ホ
」
と
掛
け
声
を
響

か
せ
な
が
ら
走
る
飛
脚
た
ち
に
沿
道
の
観

光
客
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

■
金
沢
駅
で
セ
レ
モ
ニ
ー

5
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
湯
涌
温
泉

開
湯
1
3
0
0
年
記
念
と
し
て
、
観
光

案
内
所
を
構
え
る
J
R
金
沢
駅
構
内
に

特
設
ス
テ
ー
ジ
設
置
が
さ
れ
、
谷
口
勝
金

沢
駅
長
へ
の
氷
室
の
雪
氷
を
受
け
渡
す
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
大
勢
の
観
光
客
ら
を
前
に
久
安
常

信
会
長
が
「
開
湯
1
3
0
0
年
の
記
念

す
べ
き
年
に
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
氷
室
の
伝

統
行
事
に
参
加
で
き
光
栄
で
あ
る
。
我
々

炎天下の中、「エッホ、エッホ」と
掛け声響かせ

～加賀飛脚再現事業～

TOP NEWS
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4 TOP NEWS

業
界
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
国
民
生

活
を
支
え
る
た
め
安
全
・
安
心
な
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

15
時
15
分
。
4
時
間
を
か
け
て
飛
脚
が

金
沢
駅
に
到
着
す
る
と
大
勢
の
観
光
客
ら

が
拍
手
で
出
迎
え
、
長
持
ち
か
ら
雪
氷
が

取
り
出
さ
れ
る
と
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
雪
氷
は
、
久
安

会
長
と
湯
涌
温
泉
観
光
協
会
の
安
藤
有
会

長
か
ら
谷
口
駅
長
に
手
渡
さ
れ
、
無
事
任

務
を
終
え
た
青
年
部
会
員
か
ら
は
「
今
ま

で
で
一
番
気
温
が
高
か
っ
た
が
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
辿
り
着
く
こ
と
が
出
来

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

■
氷
室
雪
氷
を
献
上

運
ば
れ
た
雪
氷
は
、
7
月
2
日
（
月
）

に
谷
本
正
憲
県
知
事
と
山
野
之
義
金
沢

市
長
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
た
ほ
か
、
4
日

（
水
）、
5
日
（
木
）
に
は
、
か
つ
て

加
賀
藩
の
下
屋
敷
が
あ
っ
た
東
京
都
板
橋

区
と
旧
前
田
家
本
邸
が
あ
る
目
黒
区
の
各

区
役
所
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
区
民
ら
に

一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

長持ちから雪氷を取り出すとひときわ大きな歓声が

運ばれた雪氷を谷口駅長に手渡す久安会長（右）

重さ60㎏の長持ちを担ぎ必死に坂道を登る

青年部会員と協会役員のみなさん

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION



5ご案内

1．	融資対象者
	 （一社）石川県トラック協会普通会員
	 ※県内本社・本店事業者に限る。
	 ※債務超過でないこと。以前の融資等の支払いが延滞していないこと。
	 ※（一社）石川県トラック協会費の滞納がないこと。

2．	公募内容

公募融資枠 30億円（全国）

公募期間 平成30年6月15日（金）～11月30日（金）（期間厳守）
※公募枠に達し次第申込みの受付を締め切る。

融資条件

①対象事業

（以下の設備資金で1億円以上50億円までのもの）
・トラックターミナル・配送センター等の物流施設に要する資金
・福利厚生施設整備に要する資金
※車両購入は除く
　（原則、設備完成が平成30年度までのもの。）
※投資時期は資金の支払時期で判断する。
※自己資金等で設備代金を支払い済みは対象外。

②融資限度額

投資額が1億円以上、投資額の30％
（�上限額は5億円とし、30％を乗じた額が5千万円未満の場合

は、5千万円）
※但し未払金額以内

③償還期間 10年以内又は、法定耐用年数が下回る場合、
法定耐用年数以内とする。

利子補給率 年0.3％（貸出金利1.0）〔H30.6.1現在〕　（利子補給上限額2千万円まで）

取引先金融機関 商工組合中央金庫　金沢支店

推薦決定
通知予定日

平成30年7月31日（火）以降、毎月月末前後（12月7日迄）
推薦決定通知以降に、商工中金との契約手続きとなります。
（推薦通知は、融資の決定とは異なりますので、ご注意下さい。）

ご案内 全日本トラック協会　第42回中央近代化基金「補完融資」の公募

お問合せ　（一社）石川県トラック協会（助成・融資事業）　TEL 076－239－2284
申請書及び詳細については、当協会のホームページをご覧ください。

http://www.ishitokyo.or.jp/
HOME > 最新情報または助成・融資制度

Vol.216    いしかわトラックのひろば7月号



6 ご案内

1．補助対象事業者
一般・特定貨物自動車運送事業者、第2種貨物利用運送事業者、自動車リース事業者

2．補助内容

公募枠 9億5千万円 （トラック・バス含む）

交付予定枠
申込期間 平成30年6月20日 （水）～平成31年1月31日 （木）

補助対象
先進環境対応トラック
（天然ガス自動車・ハイブリッド自動車・電気自動車のみ）

補助額 通常車両との価格の差額の1／2（電気自動車1／3）

申請内容

【通常申請】
①申請対象車両：�平成30年4月2日（月）から平成31年3月4日（月）まで

の間に新車新規登録されるもの （但し、割賦は対象外。）
②申請受付期間： �上記申込期間内
※�交付申請後、交付決定を受けるまでは、新規登録不可。

【実績申請】
①申請対象車両：�平成30年4月2日（月）から平成31年3月4日（月）まで

の間に新車新規登録されるもの （但し、割賦は対象外。）

【事業報告】
補助事業完了及びその後の1年間、年度毎に、二酸化炭素排出削減量
及び燃費改善効果等について提出が必要です。

申請書及び詳細については、当協会のホームページをご覧ください。
http://www.ishitokyo.or.jp/

HOME > 最新情報または助成・融資制度

ご案内 平成30年度二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金（環境省）
（先進環境対応トラック・バス導入加速事業）

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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助成事業 申込状況
■衝突被害軽減ブレーキ装置導入促進助成

車両総重量3.5t ～8tまでの事業用自動車に全ト協が指定した装置を導入した場合 終了しました
■安全装置等導入促進助成

①後方視野確認支援装置
②側方視野確認支援装置（中型・大型自動車に限る）
③呼気吹き込み式アルコールインターロック装置、
④�IT点呼に使用する携帯型アルコール検知器（Gマーク認定事業所が導入する場合に限る） 

で全ト協が指定した装置を導入した場合

71%

■健康診断受診助成
一般健康診断を受診した場合

59%

■ドライブレコーダー機器導入促進助成
全ト協が指定した装置を導入した場合

42%

■ドライバー・安全運転管理者の安全運転教育の助成
全ト協指定の講座を受講した場合

18%

■エコタイヤ・再生タイヤ導入促進助成
別で定める環境対策の取組みに効果のあるタイヤを導入した場合

39%

■低公害車（環境対応車）導入促進助成
車両総重量2.5t超の天然ガス自動車、ハイブリッド自動車及び電気自動車を導入した場合

20%

■EMS機器導入促進助成　※デジタコ等
全ト協が指定した装置を導入した場合

19%

■アイドリングストップ支援機器導入助成
エンジン停止時に相当時間連続して使用可能な車載用冷暖房機器を導入した場合

61%

■睡眠時無呼吸症候群（SAS）スクリーニング検査助成
SASの検査で、第1、2次検査を全ト協が指定する医療機関で受診した場合

91%

■大型・中型・準中型・けん引免許取得助成
助成対象期間内に自動車教習所へ入校し、標記免許課程を修了、支払が完了し、標記免許を取得し
た場合

42%

■血圧計導入助成
全ト協が指定した機器を導入した場合

0%

■信用保証協会保証料の補助
石川県信用保証協会の保証を受け、銀行から融資を受けた場合

7%

※�上記は「事前申請」が必要な助成制度です。この他の助成制度につきましては、ご案内の冊子「平成30年度助成制度」ま
たは、当協会ホームページでご確認ください。

ご案内 平成30年度 石ト協各種助成申込状況　※6月25日現在

http://www.ishitokyo.or.jp/josei.php
TOP > 助成・融資制度

Vol.216    いしかわトラックのひろば7月号
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1．開催日時	 平成30年8月5日（日）　9：00～16：30
2．開催場所	 石川県トラック会館（金沢市粟崎町4-84-10）
3．受 講 料	 5,000円
4．受付期日	 平成30年7月20日（金）
5．申込方法	� 「申込書」に必要事項をご記入のうえ、受講料を添えて、協会窓口までお申し込みく

ださい。

平成30年度第1回運行管理者試験 事前講習会ご案内

お問合せ　（一社）石川県トラック協会　TEL 076－239－2511

ご案内 TV会議システムを利用した特殊車両通行許可制度講習会

1.日　　時	 平成30年8月20日（月）　13：30～15：00
2.場　　所	 石川県トラック会館（金沢市粟崎町4−84−10）
3.内　　容	 「特殊車両通行許可制度の基本的内容について」
4.申込方法	 受講を希望される方は、協会ホームページまたは下記までお申し込みください。
	 ※重量部会員・タンクトラック部会員は別途FAX等によりご案内いたします。

ご案内 特殊車両通行許可制度講習会

1．日　　時	 平成30年8月3日（金）　13：30～16：00
2．場　　所	 石川県トラック会館（金沢市粟崎町4−84−10）
3．内　　容	 「大型・特殊車両に係る最近の法令・通達改正状況について」
	 （高速道路会社の大口多頻度割引の見直しに係わる対応について）
4．講　　師	 全日本トラック協会　輸送事業部長　礎　司郎氏
5．申込方法	 受講を希望される方は、協会ホームページまたは下記までお申し込みください。

http://www.ishitokyo.or.jp/koshukai.php
HOME > 各種講習のご案内

http://www.ishitokyo.or.jp/koshukai.php
HOME > 各種講習のご案内

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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ご案内 事故防止等育用ビデオ・DVDの貸し出し

お問合せ　（一社）石川県トラック協会 適正化事業課　TEL 076－239－2285

フォークリフト運転業務従事者安全教育講習陸災防

1．対 象 者  貨物自動車に重量が100kg以上の物の積卸し作業を直接指揮、監督する者で、新
たに選任または選任されて間もない者

2．日　　時 平成30年7月28日（土）9:00～16:30
3．場　　所 石川県トラック会館（金沢市粟崎町4-84-10）
4．受 講 料 ①4,400円 （税込み） 
 ②テキスト代 1,600円（陸災防会員は、当支部が負担します）
5．申込方法 窓口または郵送での受付となります。
 ※ 郵送の場合は、銀行振込による受講料納入を以って受付といたします。
 ※ 定員60名になり次第、締め切ります。

申込書等はトラック協会のホームページからダウンロードできます。
http://www.ishitokyo.or.jp/ginou.php

お問合せ　陸災防石川県支部　TEL 076－239－2393

当協会では、会員向けに交通安全、健康管理などに関する教育用ビデオ、DVDの無料貸し出しを行っ
ておりますので、是非ご活用ください。
（DVD一例）

トラック運転者のための安全運転のポイント
～ケーススタディで事故リスクを軽減～
災害時、ドライバーはどう生き残るか
～忘れない!東日本大震災が教えてくれたこと～
初任運転者のためのトラックの安全運行
どう防ぐ 高速道路事故
～危険予測と安全確認～
働く人の睡眠と健康
～快眠週間のための10の方法～
エコドライブで安全運転
～省エネ運転のススメ～

※貸し出し期間は、2週間以内となります。

NEW!

Vol.216    いしかわトラックのひろば7月号
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平成30年度運行管理者等講習日程

基 礎 講 習
1．対 象者
①新たに運行管理者・運行管理補助者になろうとする方。
②運行管理者に選任されている方で基礎講習を受講していない方。
③運行管理者試験を受験する方で、事業用自動車の運行の管理に関し、1年以上の実務経験のない方。

2．実施日及び会場
実　施　日 会　　　場 定　員

 6月27日（水）～29日（金） 石川ハイテク交流センター（能美市旭台2-1） 220名
11月13日（火）～15日（木） 同上 220名

一 般 講 習
1．対 象者
①運行管理者に選任されている方で、平成29年度の一般講習を受講していない方。
②平成29年度の一般講習終了後に新たに運行管理者に選任された方。
③ 死者または重傷者を生じた事故を惹起した営業所に選任されている運行管理者、行政処分等を受けた

営業所に選任されている運行管理者で、2年に1回とする受講緩和措置を受けられない方。
④運行管理者補助者等をされている方で、受講を希望する方。

2．実施日及び会場
実　施　日 会　　　場 定　員

平成30年 9月 7日（金） 金沢市異業種研修会館（金沢市打木東1400） 100名
　　　   9月12日（水） 同上 100名
　　　   9月13日（木） 同上 100名
　　　  10月 4日（木） 同上 100名
　　　  10月 5日（金） 同上 100名
　　　  10月16日（火） 同上 100名
　　　  10月17日（水） 同上 100名
　　　  10月19日（金） ワークパル七尾（七尾市小島町西部1-3） 100名
　　　  11月 7日（水） 小松市民センター（小松市大島町丙42-3） 180名
平成31年 1月17日（木） 金沢市異業種研修会館（金沢市打木東1400） 100名

ご案内

予約方法
NASVAのホームページから申し込みし、「予約確認書」を印刷し、講習当日にお持ちください。
NASVAホームページ　http://www.nasva.go.jp/

7月より予約開始

終了しました

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION



116月のおもなNEWS

News Calendar

6月の
おもなNEWS
JUNE�2018金沢第一支部（山田秀一支部長）は、ボウリング大会を開催し、参

加した選手らは県大会出場目指し、日頃の練習の成果を発揮しま
した。（御経塚グランドボウル）

団体優勝 日本郵便輸送㈱
個人優勝 高根睦広（日本郵便輸送㈱）

金沢第一支部

3�日 ボウリング大会

建設輸送部会（稲岡利男部会長）は、全体会議を開催し、本年度の
事業計画などについて協議をしました。（石川県トラック会館）

建設輸送部会

6�日 第10回全体会議

青年部会（坂池克彦部会長）は、ワーキンググループ会議を開催し、
6月30日に実施する加賀飛脚再現事業の運営等について協議を
しました。（石川県トラック会館）

青年部会

8�日、25�日 運送業の将来ビジョンを考えるワーキンググループ

適正化実施機関（久安常信本部長）は、小グループ研修を参加し、
管内の適正化指導員らとグループ討議などを行い、指導技術の向
上を図りました。（金沢ニューグランドホテル）

適正化実施機関

12�日、13�日 北陸信越ブロック適正化事業指導員小規模グループ研修

適正化実施機関（久安常信本部長）は、7月から始まる安全性評価
事業の申請を前に、Gマークに係る相談所を開設し、書類作成な
ど申請予定者の相談に応じました。（石川県トラック会館）

適正化実施機関

1�日～29�日 Gマーク相談所を開設

危険なあおり運転の撲滅に向け、石川県警や関係団体らがキャン
ペーンを実施し、参加した久安常信会長らが高速道路を利用する
ドライバーに注意が呼び掛けました。（北陸自動車道徳光PA）

石ト協

1�日 あおり運転撲滅キャンペーン

石川支部（久安常信支部長）は、安全運転講習会を開催し、過労運
転や健康起因事故防止のポイントについて学びました。（白山市民
交流センター）

石川支部

2�日 安全運転講習会

Vol.216    いしかわトラックのひろば7月号



12 6月のおもなNEWS

路線部会（中野廣志部会長）は、会議を開催し、平成29年度の事
業報告を行ったほか、駐車規制や除雪に係る要望等について協議
をしました。（石川県トラック会館）

路線部会

25�日 第11回路線部会

当協会では、石川県予防医学協会の協力のもと、トラック会館を
会場とした集団健診を実施し、会員事業所の従業員らが受診しま
した。（石川県トラック会館）

石ト協

25�日、28�日 集団健康診断

広報委員会（山田秀一委員長）は、会議を開催し、企業合同説明会
の開催など雇用対策に係る広報事業について協議をしました。（石
川県トラック会館）

広報委員会

26�日 第99回広報委員会

広報委員会（山田秀一委員長）は、来春卒業予定の大学生を対象と
した就職フェアに参加し、来場した学生らにトラック輸送業界の
魅力などをPRしました。（石川県産業展示館）

広報委員会

30�日 いしかわ就職フェアに出展

金沢第三支部（吉田修一支部長）は、安全運転講習会を開催し、危
険予知トレーニングによる事故防止対策やタイヤチェーンの装着
方法などについて学びました。（石川県トラック会館）

金沢第三支部

16�日 安全運転講習会

適正化実施機関は、石川運輸支局と月例会議を開催し、特別巡回
指導結果や行政処分状況などについて情報交換を行いました。（石
川県トラック会館）

適正化実施機関

20�日 石川運輸支局と月例会議

金沢第二支部（操川一郎支部長）は、安全運転講習会を開催し、雨
天時や雪道走行時の事故事例をもとに安全運転のポイントについ
て学びました。（石川県トラック会館）

金沢第二支部

21�日 安全運転講習会

石川支部（久安常信支部長）は、運営委員会を開催し、労務対策講
習会やトラックの日の事業などについて協議をしました。（グラン
ドホテル白山）

石川支部

22�日 第21回運営委員会

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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体調に合わせた取り組み
・ こまめな体温測定（特に体温調整が十分でない高齢

者、障害児・障害者、子ども）
・ 通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用
・ 保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却

作業時の準備
・ 通気性の良い帽子の着用
・ 日陰の利用、こまめな休憩
・ 通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用

熱中症になりにくい室内環境
・ 扇風機やエアコンを使った温度調整
・ 室温が上がりにくい環境の確保（こまめな換気、遮

光カーテン、すだれ、打ち水など）
・ こまめな室温確認、WBGT値（暑さ指数）の測定

水分・塩分補給
・ こまめな水分・塩分の補給
　 （高齢者の方は、のどの渇きを感じなくても、こまめ

に水分補給を。）

熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です！ポイント

まわりが協力して、熱中症予防を呼びかけ合うことが大切です！
一人ひとりが周囲の人に気を配り、熱中症の予防を呼びかけ合うことで、熱中症の発生を防ぐことができます。

熱中症予防情報サイト（環境省）　http://www.wbgt.env.go.jp/

対 処 法

・手足がしびれる
・めまい、立ちくらみがある
・筋肉のこむら返りがある
・気分が悪い、ぼーっとする

・頭がガンガンする
・吐き気がする
・身体がだるい（倦怠感）
・意識が何となくおかしい

・意識がない
・体がひきつける（けいれん）
・呼びかけに対し返事がおかしい
・真っ直ぐに歩けない、走れない
・体があつい

・ 涼しい場所へ避難させる
　（必ず誰かが見守る）
・ 水分、塩分を補給する
　→ 自力で水分が取れなけ

れば病院へ！

・ 服をゆるめ、濡らしたタオルをあてたり、あお
いであげて、体を積極的に冷やしましょう。

　※ 脇の下、両側の首すじ、足の付け根などを冷
やすと効果的です。

額や顔だけを冷やしても体の熱はさがりません。
必ず太い血管や体全体を冷やしましょう！

直ちに救急隊に連絡を！

こんな症状があれば…

重症度Ⅰ度 重症度Ⅱ度 重症度Ⅲ度

熱中症にご注意を !!
～7、8月がピーク。熱中症を正しく理解し、予防に努めましょう！～

Vol.216    いしかわトラックのひろば7月号
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●自分の身を守る。
● 転倒の恐れのある家具から離

れ、机などの下に身を隠す。
●慌てて外に飛び出さない。

● 地震発生直後は倒壊しかけた
家屋に近寄らない。

●状況により徒歩で避難する。
● 隣近所で協力し消火やケガ人

の救出。
● 備蓄しておいた飲料水や食料などを利用する。
● デマに注意し、テレビやラジオ等で正しい情報をつかむ。
● 役割分担を決め、任務を分担して行う。

連結できる家具は、出来る
だけ連結し倒れにくくする。
重いものや落下しやすいも
のを上に収納しない。すべ
り止めシートや固定金具で
家具の転倒防止に努めま
しょう。

●家具転倒、荷崩れ防止

災害時に飛び散るガラスは
凶器となります。高いとこ
ろに割れ物を置かない、ガ
ラスの飛散防止フィルムを
張るなどして飛散防止に努
めましょう。

●ガラスの飛散防止

災害発生後の二次災害（火
災） に備え、 消火器や三
角バケツなどを目の付きや
すいところに設置しておき
ましょう。また、いざとい
う時に全員が使用できるよ
う、日頃から使い方はマス
ターしておきましょう。

●消火器の備え付け

災害発生を想定して、荷主
や協力会社との間で事前に
「災害が発生した場合の輸
送処理と連絡方法」などに
ついて、取り決めを行いま
しょう。

●荷主との事前の取り決め

内部に仕切りがあ
り、一度に全ての水
が出ず、数回にわた
り散水が可能です。

【三角バケツ】

地震が起きたらまず、自分の身を守る！ みんなの安全を確認し、余震にも注意！

出火
防止

出火
防止

● ガスの元栓を閉め、コンセントを抜く。
●火が出たら落ち着いて消火。
● ドアや窓を開けて脱出口を
　確保する。

揺れがおさまったら、出口を確保！

出火
防止

● さらなる余震や災害に注意し、
情報を集める。

●日常生活の復旧に努める。

地震発生から4日目まで

出火
防止

当協会ホームページの「災害対
策」から「災害マニュアル」や
「防災ポケットガイド」などがダ
ウンロードできます。

災害発生時にけがをしないよう、事業所内外の耐震性の強化、事業所のガラスや壁、
ロッカー、倉庫、保管庫のラックなどの耐震性の強化に努めましょう。事務所の備え

地震発生後も落ち着いて行動しよう
防災対策 ~6月18日 大阪で震度6~

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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7
月
は
走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
転
倒
事
故
等
を
防
止

す
る
た
め
、
「
バ
ス
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

「
無
理
な
割
り
込
み
」
や
「
急
な
飛
び
出
し
」
な
ど
に

よ
る
事
故
を
回
避
す
る
た
め
の
急
ブ
レ
ー
キ
が
、
車
内
で
の

乗
客
の
転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
負
傷
事
故
を
誘
発
す
る
要
因
と
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
優
し
い
運
転
で
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

石
川
運
輸
支
局
・
石
川
県
バ
ス
協
会

バ
ス
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

6
月
3
日
、
富
山
県
の
東
海
北
陸
道
を
走
行
中
の
バ
ス

の
運
転
者
が
意
識
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
バ
ス
が
セ

ン
タ
ー
ポ
ー
ル
を
倒
し
て
対
向
車
線
の
側
壁
に
接
触
し
、
異

変
に
気
づ
い
た
乗
客
数
名
が
ハ
ン
ド
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
操
作

す
る
こ
と
に
よ
り
バ
ス
を
停
車
さ
せ
た
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
6
月
1
日
に
も
、
東
京
都
の
上
野
公
園
横
の

道
路
を
走
行
中
の
バ
ス
の
運
転
者
が
意
識
を
失
っ
た
こ
と
に

よ
り
当
該
バ
ス
が
側
壁
に
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
す
が
、
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
が
疾
病
に
よ
り
運
転
を
継
続
で
き
な

く
な
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
毎
年
多
く
発
生
し
て
お
り
、
国

土
交
通
省
と
し
て
は
、
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対
し
て
、
法

令
に
基
づ
く
運
転
者
の
健
康
診
断
の
実
施
を
は
じ
め
と
し
た

運
転
者
に
対
す
る
健
康
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
手
引
き
書
を
策
定
し
、
運
転
者
の
健
康
起
因
事

故
防
止
の
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

各
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
よ
る
運
転
者
の
健
康
管
理
を
適
切
に
実

施
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
土
交
通
省

健
康
起
因
事
故
の
防
止
に

向
け
た
健
康
管
理
の
実
施

国
交
省
策
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/jidosha/
anzen/03m

anual/

■�

事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健
康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

■�

自
動
車
運
送
事
業
者
に
お
け
る
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

■�

自
動
車
運
送
事
業
者
に
お
け
る
脳
血
管
疾
患
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
参
考
）

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
「
健
康
起
因
事
故
防
止

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）

http://w
w

w
.jta.or.jp/m

em
ber/

rodo/jikoboshi_m
anual/jikoboshi_

m
anual201804.php

Vol.216    いしかわトラックのひろば7月号
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運
転
者
の
睡
眠
不
足
に
よ
る
事
故
防
止
を
目
的
に
、
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
一
部
が
改
正
（
平

成
30
年
6
月
1
日
よ
り
施
行
）
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
今

般
、
国
土
交
通
省
が
作
成
し
て
い
る
安
全
教
育
マ
ニ
ュ
ア

ル
「
自
動
車
運
送
事
業
者
が
運
転
者
に
対
し
て
行
う
一
般

的
な
指
導
及
び
監
督
の
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

一
般
的
な
指
導
及
び
監
督
の

実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
改
正

改
正
版
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.ishitokyo.or.jp/

H
O

M
E>

最
新
情
報

今
般
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
よ
り
「
交
通
労

働
災
害
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
正
に
つ
い

て
、
通
達
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
6
月
1
日
に
睡
眠
不
足
に

起
因
す
る
事
故
防
止
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
が
改
正
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
「
交
通
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
改
正
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
①
睡
眠
時
間
の
確
保
に
配
慮
し
た

適
正
な
労
働
時
間
の
管
理
、
②
乗
務
開
始
前
の
点
呼
等

の
実
施
、
③
早
朝
時
間
帯
の
走
行
を
可
能
な
限
り
避
け

る
よ
う
な
走
行
計
画
の
作
成
を
は
じ
め
と
し
た
、
交
通
労

働
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
取
り
組
む
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
で
は
、
社
会

的
影
響
の
大
き
な
事
業
用
自
動
車
の
重
大
事
故
に
つ
い
て

事
故
の
背
景
に
あ
る
組
織
的
、
構
造
的
問
題
の
更
な
る
解

明
や
よ
り
客
観
的
で
質
の
高
い
再
発
防
止
策
を
講
ず
る
た

め
、
重
要
調
査
対
象
と
な
っ
た
事
故
の
報
告
書
を
公
表
し

て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
報
告
書
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
同

種
の
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省

「
交
通
労
働
災
害
防
止
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
正

国
土
交
通
省

事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
報
告

書
に
係
る
事
故
の
再
発
防
止
策

「
交
通
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/new

-info/
kobetu/roudou/gyousei/anzen/
dl/130912-01-all.pdf

報
告
書
は
、
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.ishitokyo.or.jp/

H
O

M
E>

最
新
情
報
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18 情報コーナー

EVENT CALENDAR　7月の行事予定

新規会員のご紹介
㈱丸義
佐々木　義久
〒920-0211　金沢市湊4丁目3番8
電話：076-256-5018
FAX：076-256-5019
車両台数／24台　　支部／金沢第二

㈱マルトヨ食品
吉田　豊
〒923-0303　小松市島町イ68番地
電話：0761-43-3581
FAX：0761-43-3646
車両台数／8台　　支部／加南

㈱コスモ
堀野　すみ子
〒925-0044　羽咋市新保町下78番地1
電話：0767-22-8882
FAX：0767-22-4147
車両台数／6台　　支部／能登

会員名簿の変更
項 行 事業者名 変更項目 変更内容

29 16 上野郵便逓送㈱ 代表者名 小東　豊
42 4 ㈱シンコー運輸 代表者名 嘉門　昭

名簿の訂正　※謹んでお詫びし、訂正させていただきます。
項 行 事業者名 変更項目 訂正内容

16 19 富山県トラック㈱ 代表者名 吉澤　比佐志
所在地 富山県富山市水橋沖188

2日（月）

安全性評価事業申請受付　※～13日
第19回SDラリーコンテストスタート　※～10月9日
湯涌温泉氷室雪氷献上同行（石川県、金沢市）
百万石まつり交通安全対策部会、意見交換会（金沢商工会議所）
石川県直轄国道整備促進部会総会（ホテル日航金沢）

3日（火） 金沢第三支部第15回運営委員会（石川県トラック会館）
4日（水） 第7回引越委員会（石川県トラック会館）

湯涌温泉氷室雪氷献上セレモニー飛脚再現（東京都）　※～5日
5日（木） 全ト協海上コンテナ部会（福岡県）
7日（土） フォークリフト運転技能講習（石川県トラック会館）

※（Aコース）8日、14日、15日　　（Bコース）11日～13日
8日（日） 石川支部ボウリング大会（御経塚グランドボウル）
9日（月） 人材確保に係る高校訪問活動（県内）
10日（火） 第219回輸送秩序確立委員会（石川県トラック会館）

金沢第二支部第15回運営委員会（同上）

11日（水）
第17回労働委員会（石川県トラック会館）
石川商工中金会総会（ホテル日航金沢）
県民一斉防災訓練

12日（木） 全ト協常任理事会・理事会合同会議（東京都）
交通実験実施協議会幹事会（石川県庁）

14日（土） 金沢港振興協会 海上安全祈願祭（金沢港大浜埠頭）
17日（火） 奥能登支部第14回運営委員会（珠洲ビーチホテル）

全国専務理事業務連絡会議（香川県）
18日（水） 石川県道路整備促進協会理事会・定期総会（ANAクラウンプラザホテル）
19日（木） 第140回交通・環境対策委員会（石川県トラック会館）

全ト協ダンプトラック部会正副部会長会議（東京都）
20日（金） 石川運輸支局・適正化実施機関定例会議（石川運輸支局）
21日（土） 第39回トラックドライバー・コンテスト石川県大会（石川県運転免許センター）

フォークリフト県大会事前練習（石川県トラック会館）
24日（火） 石川県総合防災訓練第2回打合せ会議（宝達志水町役場）
25日（水） 第47回正副会長会・第47回総務委員会合同会議（石川県トラック会館）

第323回理事会、第299回交付金運営委員会合同会議（同上）
26日（木） 陸災防全国支部事務局長会議（東京都）
27日（金） 金沢第二支部高校生大型トラック体験乗車・感想発表会（石川県トラック会館）

全ト協セメント部会（大阪府）
28日（土） フォークリフト運転業務従事者安全教育講習（石川県トラック会館）

金沢第一支部白山交通安全祈願（白山）※～29日
29日（日） 北陸新幹線建設促進石川県民会議平成30年度総会（石川県地場産業振興センター）
30日（月） 全ト協経営改善・情報化委員会（東京都）

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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交通事故情報

19

事業用貨物車の交通事故発生状況（過去1年）

0

5

10

15

20
（件）

10

1人

11

0人

3

0人

8

6

0人 0人

人 死者数

発生件数（件）

11月 12月 2月

8

0人
3月

6

0人
4月1月

（H30）
5月6月

（H29）
7月

6

0人

8

0人
8月 9月 10月

13

2人

6

14

0人 0人

石川県内

発生件数 死者数（人）

1023（-288） 15（-2）

平成 30 年交通事故発生状況　5 月（増減）石川県内全車種（乗用車含む）
（参考）

人対車両
車両相互

車両単独 計
正面衝突 追突 出会い頭 追越・追抜 すれ違い時 右・左折時 その他

平成
30年

件数 3（±0） 2（+1） 23（+1） 2（-1） 0（-1） 1（±0） 2（+2） 4（+1） 1（+1） 38（+4）

死者 0（-1） 1（+1） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 1（±0）

※（　）内は昨年比 （提供／石川県警）

平成30年事故類型別発生状況（5月）内訳

Vol.216    いしかわトラックのひろば7月号
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軽油価格情報

20

（消費税抜き）

●調査方法…県内 30 事業者へのアンケート調査 （地域：石川県内）

経済産業省調べ“給油所軽油小売価格”軽油小売価格推移表

石ト協　軽油価格等実態調査結果報告
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 （地域：石川県内）
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9月 10月
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145
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円／リットル
（税込み）

7月
（H28）

8月 9月 10月 11月 12月 1月
（H29）

2月 2月 3月 4月 5月 6月3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 12月 1月
（H30）

10月 11月

全国平均

石川平均

90
95

105
100

110
115

155

140
145
150

135
130
125
120

7月
（H28）

8月 9月 10月 11月 12月 1月
（H29）

2月 2月 3月 4月 5月 6月3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 12月 1月
（H30）

10月 11月

全国平均

石川平均

（平均価格） H29
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H30

1月 2月 3月 4月 5月

スタンド 97.0 96.0 96.4 96.4 96.6 100.1 108.1 109.4 110.9 107.0 113.2 110.4 119.2

ローリー 83.1 81.5 82.5 82.6 83.8 86.8 92.3 92.5 96.4 95.6 94.3 96.6 102.1

カード 92.8 92.7 92.8 92.6 93.3 97.3 99.6 103.7 105.5 107.5 105.6 107.0 113.6

値上げ
要請額

0
（0社）

0
（0社）

0.8
（10社）

0.5
（10社）

1.6
（11社）

2.4
（12社）

4.1
（12社

0.7
（10社）

2.1
（15社）

1.1
（2社）

1.3
（5社）

2.0
（10社）

2.7
（11社）

※値上げ要請額は、要請があった事業者の平均額。（　）内は、要請のあった事業者数。

（平均価格） H29
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H30

1月 2月 3月 4月 5月 6月

全国 106.0 109.8 110.2 110.5 113.2 117.0 119.4 121.2 122.9 122.2 121.7 125.5 130.3

石川 110.3 105.6 106.4 106.5 110.1 116.4 119.6 120.1 122.1 120.9 120.7 122.4 128.0

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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提供：中部交通共済協同組合

事故の概要

事 例 究研事故に
学び

安全運転に
生かす

■発 生 日 時	 3月13日（金）　午前2時20分頃　天候　晴れ
■発 生 状 況	 車が深夜に配送先に向かって片側1車線の県道を走行中、道路左側を車道には

み出して歩いていた人をはね重傷を負わせたもの。
■事故当事者	 男性35歳　　　　相手側　女性67歳
■事 故 原 因	 運転者は、深夜、配送先に向かって県道を走行していました。その日は、配送

先が遠方のため前夜からの長距離走行となりましたが、疲労感や眠気はありま
せんでした。周囲は暗く明かりといえば車のヘッドライトと街路灯だけで、す
れ違う車も前を走る車もほとんどなく、淡々と運転をしていました。そんなな
か、タバコの火を消そうと一瞬灰皿に目をやり、そして前方に視線を戻したと
きには目前に歩行者の姿がありました。あわててブレーキを踏みましたが間に
合いませんでした。

深夜に歩行者をはねる
68

提供：中部交通共済協同組合 安全推進部
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被害／損害

　今回の事故の直接的な原因は運転者の脇見による前方不注視にあります。
　運転者には自覚がないものの、長時間の夜間運転の疲れと単調な運転が続いたことから、無意
識のうちに漫然運転に陥り、集中力や気力の低下を招き、危険に対する注意力も薄れていました。
そして、前方から一瞬ではありましたが目をはなしてしまったことが今回の事故を引き起こしてし
まいました。
　特に深夜は周囲も暗がりでよく見えないため目から得られる情報が少なくなり、ついついス
ピードを出しすぎる傾向にあります。運転は暗くて良く見えない分だけスピードを控えるよう心が
けましょう。
　交通量の少ない深夜の運転は単調なため注意力が低下し漫然運転になりがちですので、常に
緊張感を持って運転に集中し、脇見することなく、スピードも控え目にしましょう。

この事故から学ぶ事

被害者について
　被害者は夫とふたりで暮らしていました。夫は既に定年退職し、年金と今までの蓄えで暮らすど
こにでもあるような平凡な老夫婦でした。家事はもっぱら、妻である被害者が行っていました。
　被害者は近所に住む娘のところからの帰りに今回の事故にあってしまいました。この事故で重
い後遺障害が残ったことから、家事どころか、自分のことさえ何もできなくなりました。両手両足
に重度のマヒがあり、物を持つことさえむつかしく、一人で食事をとることもできなくなりました。
もちろん一人では歩行できず、自力での排泄も困難のため、常に介護が必要となりました。
　そのような状況のなか、退院当初は夫と近所に住む娘と二人で、自宅で懸命に被害者の介護を
していましたが、自宅では不便なことが多く、娘とも相談し介護施設に入所することとなりました。
　今回の事故により介護が必要となった被害者は、これからの一生を介護施設で過ごすことに
なってしまい、また、夫も妻のいない自宅で一人淋しく生活することとなりました。
　この事故が、平穏な老後を送るつもりだった夫婦の生活設計を激変させてしまったことは明ら
かです。

■被害概要
・被害者の職業　　無職
・被害状況　　　　頸髄損傷、胸椎破裂骨折、肺挫傷症などにより入院24ヶ月

■損害額内容
・治療費	 1,600万円
・慰謝料（傷害）	 450万円
・逸失利益	 1,200万円
・慰謝料（後遺症）	2,800万円
・将来の介護料	 4,850万円
　　計	 10,900万円

■運転者について―
今回の事故により運転免許取消（1年）の行政処分を受けました。

67歳女子後遺障害1級
総損害額 1億900 万円

提供：中部交通共済協同組合 安全推進部
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